
【取組内容③】クロームブックによる家庭学習の充実

長崎市立西泊中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

【クロームブックのルールの指導】

１ 校内での利用について
〇授業中→担当の先生の指示のもと使用する。
〇休み時間→昼休み・放課後は、先生の許可を得て使用する。

２ 持ち帰りについて
〇平日→充電が切れそうなとき、クロームブックを使った課題が出たとき、クロームブッ

 クを使って学習を行いたいときに自分の判断で持ち帰る。
〇毎週末、祝日、長期休業前→必ず持ち帰り、フル充電して休み明けに持ってくる。
〇土・日曜日（祝日）・長期休業中には、必ずAIドリルを１日１時間以上実施する。

【日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実】

〇 生徒会活動としてクロームブックを使った家庭学習を呼びかけ、
取組が優れた生徒を表彰した。

〇 各教科で教師が、クロームブックで課題を出して取り組ませた。
〇 クロームブックで調べてまとめた内容を授業で発表したり、質

 問したりして、学習内容の理解を深めた。
〇 書く力の低下の懸念
 →デジタル（クロームブック・電子黒板等）とアナログ（ノー

ト・ワーク・黒板等）のベストミックスを図る。


